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ロケーションテクノロジーが
次世代の基盤

ここ最近、検索エンジンのグーグルが

立て続けに平面、衛星版、3次元で操作

できるアースなど数種類のオンライン版

マップを発表して、インターネットの地図

テクノロジーが急速に注目を集めていた。

ロケーションテクノロジーというのはこう

した地図だけに限らず、地図に検索、

ローカル情報、画像などを組み合わせた

テクノロジー、サービス、デバイスなどを

総合したコンセプトで、いってみれば今

回の会議は、今後インターネットのプラッ

トフォームは地図になるというくらいの意

気込みのあるものだった。

参加者は 500人以上。地図ソフト会

社、通信キャリア、DHLなど宅配サービ

ス会社、新聞や放送などのメディア会社、

検索エンジン会社、研究者、データベー

ス会社、米国政府機関関係者などでにぎ

わった。

いくつものプレゼンテーションがあっ

た中で、聴衆から最大の喝采を浴びたの

は、ポール・ラドマッカーとグレッグ・サ

デツキーという2人のプログラマーだ。

にいいかと思いついた。地図を第一義

的なプラットフォームとして、その上に他

のアプリケーションを付加する。「現実的

な問題を解決したい」と言うラドマッカー

の手にかかってグーグルマップとグレッ

グリストは合体し、大人気を呼んでいる。

「マッシュアップ」が
新サービスのポイント

こうして別々のデータサービスを結び

つけるのは「マッシュアップ」と呼ばれ、

上記以外にも写真シェアリングのフリッ

カーやシカゴの犯罪とグーグルマップを

結びつけたものもある。ヤフーやグーグ

ルは、遅ればせながら今回のWhere2.0

会議で地図アプリケーションの開発者用

米国Where2.0レポート

位置情報技術が
インターネットサービスを変える！

開発者自身の必要性から
生まれたサイト

ラドマッカーは、今年4月に「ハウジン

グマップス（http://www.housingmaps.

com/）」というウェブサイトを立ち上げた。

これは、地図に空家情報が一体化されて

いるもの。自分が住みたい地域の地図を

呼び出すと、そこに現在賃貸可能な空家

がピンでプロットされている。一目瞭然

にその場所がわかるうえ、そのピンをク

リックすると広さや家賃、写真などの詳

しい情報が呼び出される。このハウジン

グマップスの元になっているのは、実は

グーグルマップとクレッグリストである。

後者は、アメリカ全土で使われている地

域コミュニティー情報サイトで、空家情報

を中心に、モノの売り買い、求人情報な

ど生活全般に役立つとして人気の無料サ

イトだ。

「ハウジングマップを開発しようと思っ

たのは、僕自身が必要に迫られていたか

ら」と、ラドマッカーは語る。引っ越し先

を探していた彼は、クレッグリストに掲載

されているテキストの空家情報と地図を

別々に見比べる手間が省ければどんな

オライリーメディアが主催するロケーションテクノロジーの会議「Where2.0」が、

さる6月29日、30日の2日間にわたって、米国サンフランシスコで開催された。

このコンファレンスは「ロケーションテクノロジー（位置情報技術）」をインターネ

ットのコンテンツやサービスにどのように生かすかということがテーマだ。

最近、いくつかの新しいロケーションテクノロジーを使ったサイトが登場している

が、今後どのような発展をしていくのだろうか。

瀧口範子
フリージャーナリスト

W h e r e  2 . 0 f o c u s

グーグルマップ・キーホールのプロダクトマネ

ジャーであるジョン・ハンク氏

アマゾン「A9」のウディ・マンバー氏
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ツールAPI公開を発表したが、ハッカー

たちはそれを待たずしてこうしたアイデ

アをすでに実現していたわけだ。グーグ

ルマップは、他の情報との統合が簡易だ

とされている。

昨年末の大統領選挙時に話題を呼ん

だ「ファンドレース」というサイトも、ロ

ケーションテクノロジーの新しい使い方

を示唆する。これは、公開情報として得

られる政治資金寄付者の名前、住所、金

額を地図上に視覚化したもの。近所で誰

が寄付をしたとか、マンハッタンでも地価

の高い北東側には共和党に寄付した住

民が多いといったことがわかる。地図と

いう文脈を重ねることで情報に深みとこ

れまでにない意味合いが生まれる。

アマゾンのA9は
次世代の検索を模索

アマゾンの検索エンジンA9は、現在

開発中のビジュアルイエローページを公

開した。全米の主要都市の道路から見

える店先の風景をデジタルカメラに収め、

住所データとシンクロナイズさせる。今

後、ユーザーが店を検索した際にはその

店頭の姿がわかるだけでなく、地図上の

ポイントをクリックするだけで路上から見

たその町のクローズアップを見ることが

できるようになるわけだ。A9はさらにこ

こに店主らが自分たちで写真をアップ

ロードできる仕組みなどを加える予定だ

という。

A9のCEOであるウディ・マンバーは、

「検索をさらに向上させるとどうなるのか

を探求した結果だ」とこれを説明し、ア

マゾンのオークションとの直接的な相乗

ビジネス効果より、もっと大きな視野を念

頭に置いていると語る。GPS 搭載の

SUVの上にデジタルカメラを載せ、これ

まですでに10都市で2,000万枚以上の写

真撮影を完了した。

分散する情報をまとめるのが
位置情報サービス

Where2.0ではほかにも、グーグル、マ

イクロソフトネットワーク（MSN）、ヤフー

の地図やローカル情報開発者、オンデマ

ンドの自動車共有サービスを運営する

Zipcar主宰者、数千人のユーザーがス

タッフや講演者とインターネットで同時に

コミュニケートできるロケーションベース

のバーチャル市民集会のツールを開発し

た政治活動家グループMoveOnなどが

壇上に立ち、それぞれのコンセプトをプ

レゼンテーションした。

ロケーションテクノロジーのリサーチを

行うベンタナナリサーチのマーク・スミス

は、インターネット上の情報は今後ますま

す分散化されると予想する。「地図上で

ただカフェの位置がわかったからと言っ

て役には立たない。位置情報にどうイン

テリジェンスやサービスを重ねていくか

が勝負になる」。そのためには、各社が

開発ツールのAPIを最大限オープンにし

ていくことが決め手になるという。

www.fundrace.orgで調べた

マンハッタンの住民の両党へ

の寄付金の規模のプロット地

図。地価の高い北東側は共和

党が多いことがわかる

www.housingmap.comで

調べたカリフォルニア州パロ

アルト周辺の不動産情報

www.a9.comで調べたカリ

フォルニア州パロアルトにあ

るスタンフォード大学につい

ての情報
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